
活かす知恵

と を森林 人

42
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４
月
14
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
お
け
る

被
災
者
の
皆
様
に
対
し
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
本
記
事
は
平
成
28
年
３
月
17
日

時
点
の
も
の
で
あ
り
、
熊
本
地
震
に
よ
る
被
害

を
考
慮
し
て
い
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
伝

え
し
ま
す
。

●
複
数
回
地
震
と
建
物
の
被
害

　

未
曾
有
の
大
規
模
地
震
災
害
を
引
き
起
こ
し

た
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
で
、
以
後
複
数
回
の
地
震（
余

震
と
思
わ
れ
る
）が
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
震

で
気
象
庁
震
度
階
級
７
を
観
測
し
た
宮
城
県
栗

原
市
で
の
地
震
発
生
状
況
に
つ
い
て
、
気
象
庁

の
震
度
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
み
ま
す
と
、
本
震
の

後
、
平
成
28
年
３
月
４
日
ま
で
に
、
震
度
６
強

を
１
回
記
録
、
震
度
５
弱
を
４
回
記
録
し
て
い

ま
す
。

　

余
震
に
よ
る
建
物
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
、

岩
手
県
奥
州
市（
表
１
）で
は
本
震
で
の
被
害
よ

り
も
、
余
震
で
の
被
害
が
非
常
に
大
き
い
も
の

で
し
た
。
こ
れ
は
複
数
回
地
震
で
累
積
し
た
損

傷
に
よ
り
、
建
物
の
性
能
が
低
く
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

●
建
築
基
準
法
で
の
要
求
性
能

　

こ
こ
で
、
建
物
の
法
的
要
求
性
能
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。
建
築
基
準
法
で
想
定
し
て
い

る
建
物
へ
の
要
求
性
能
は
、
中
地
震（
震
度
５

弱
程
度
）に
対
し
て
損
傷
防
止
、
大
地
震（
震
度

６
強
程
度
）に
対
し
て
倒
壊
防
止
で
す
。
損
傷

防
止
は
、
建
物
の
損
傷
を
防
止
す
る
性
能
で
す

の
で
、
地
震
後
の
建
物
の
継
続
使
用
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
倒
壊
防
止
は
、
建
物
の

倒
壊
を
防
止
す
る
性
能
の
た
め
、
地
震
後
の
建

物
の
継
続
使
用
を
想
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
複
数
回
の
地
震
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
、
損
傷
が
累
積
さ
れ
て
建

物
の
性
能
が
低
下
す
る
こ
と
、
な
ど
が
現
実
に

は
生
じ
て
い
ま
す
。

●
複
数
回
地
震
に
対
す
る
実
験

　

平
成
26
年
度
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
受
託
研

究「
小
中
大
規
模
木
造
建
築
の
新
築
・
改
修
に

お
け
る
制
振
ダ
ン
パ
ー
を
用
い
た
構
造
技
術
に

関
す
る
研
究
」（
委
託
者
：
住
友
理
工
株
式
会
社
）

に
て
実
施
し
た
実
大
振
動
実
験
の
結
果
の
概
要

を
述
べ
ま
す
。
１
階
に
構
造
用
合
板
耐
力
壁（
加

振
方
向
・
４
Ｐ
）と
制
振
装
置（
粘
弾
性
体
の
筋

か
い
型T

R
C
-3
0
A

・
１
カ
所
）を
設
置
し
た「
制

振
棟
」と
、
１
階
に
構
造
用
合
板
耐
力
壁（
加
振

方
向
・
５
Ｐ
）を
設
置
し
た「
耐
震
棟
」（
耐
震
等

級
３
）の
２
棟（
図
１
中
）の
実
験
を
し
ま
し
た
。

複
数
回
地
震
対
す
る
挙
動
を
把
握
す
る
た
め
に

模
擬
地
震
波B

C
J
-L
2

（
震
度
６
弱
程
度
、
継

続
時
間
・
１
２
０
秒
）を
続
け
て（
制
振
棟
・
７

回
、
耐
震
棟
・
３
回
）入
力
し
ま
し
た
。

　

加
振
前
後
の
建
物
の
固
有
振
動
数
を
図
１
に

示
し
ま
す
。
耐
震
棟
で
は
１
回
目
の
地
震
動
入

力
で
は
特
に
損
傷
は
な
く
、
そ
の
後
損
傷
が
累

積
し
て
い
き
、
３
回
目
で
は
ほ
ぼ
倒
壊
と
な
り

ま
し
た
。
制
振
棟
で
は
１
回
目
の
地
震
動
入
力

で
は
特
に
損
傷
は
な
く
、
そ
の
後
損
傷
が
累
積

し
ま
す
が
、
７
回
目
で
あ
っ
て
も
倒
壊
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
減
衰
を
考
慮
し
た
構
造
検
討

　

こ
の
よ
う
に
耐
震
の
建
物
は
耐
震
等
級
３
で

あ
れ
ば
、
大
地
震
に
対
し
て
３
回
程
度
は
倒
壊

防
止
の
性
能
を
有
し
て
お
り
、
減
衰
を
付
加
し

た
制
振
の
建
物
は
７
回
程
度
は
倒
壊
防
止
の
性

能
を
有
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
減
衰
性
能
が
高
い
こ
と
に
よ
り
、

耐
震
要
素
へ
の
損
傷
累
積
の
軽
減
に
繋
が
っ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

耐
震
構
造
に
減
衰
性
能
を
考
慮
し
た
構
造
検

討
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り
安
全
な
木
造
建
築
を

目
指
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

▼表１ 奥州市の本震と余震の被害状況

４月７日
余震

3月11日
本震

震度6弱

15

42

22

239

2183

46

2

震度6弱

6

0

1

0

85

243

1

奥州市

震度階級

負傷者

全壊

大規模半壊

半壊

一部損壊

損傷

人的被害

住宅被害

公共施設建物被害
地震による火災の発生状況

（建物火災）

名

棟

棟

棟

棟

施設

件

▲図１ 耐震棟と制振棟の固有振動数の変化
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